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■資料－  大学改革推進等補助 の実績報告書 成 2 度  
 

補 業 実績 補 業 体的 成果 

 補 業 業 働地域 広島広域都 圏及 尾道 課 あ 人 流出 観 資源

活用 改善 目指 全学共通系科目及 学部専門科目 体系的 再編成 地

域 課 解決 資 能力 養成 教育 実施 地域 愛着 誇 持

地域 付 地域 展 貢献 人 育成 目的 い  

 補 業 目的 教育 業 実際 開始 成果

挙 い 共 次 以降 実施 定 い 業 準備 あ 教育

い 成 入学生 新 設定 広島科目 講義 新規授業科目 広

島 観 学 広島 産業 技術 論 既 授業科目 開始 次

新規 開講 地域課 演習 地域再生論入門 地域再生論 観 情報学

実施準備 行う 参加大学間 教育 関 位互換 検討

観 関連 関 業 働機関 自治体 企業等 観 関連 幅広

入力 共 地域 観 関連 業 関連性 連携 能性 調査 検討

観 関連 活用 い 宮島 点 整備 共

参加大学 連携 観 振興 目指 実施 地域貢献 観

振興 目指 教育研究 業 学 特定研究費 研究 学 募 研究 開始

貢献 社会連携 大生 業 い

学 募 実施 業 働地域 議会 教育

開 委員会 開催 共 充実や 行等 業

業 働地域 透  

業 成 組 前 各 業 目 格的 体 い 業 安定性や 展

性 期 次 準備 検討 行う あ  

教育 い 新 設定 広島科目 新規科目 広島 観 学 及 容 改訂 既 科目

い 後期 開講 成 地域課 演習 い 象地域 所 演習実施 向 準備 行

 

参加校間 共通 い 成 位互換 定 締結 成 い 参加校 地域志向科

目 科目 修 能  

学 全教職員 象 研修 回実施 特 回目 い 参加校 出席 呼 掛 実施

 

成 実施 業 働機関及 般 含 参加 あ  

参加企業 自治体 い 入 実現 業 働機関 中国経済連 会

活用 学生 地元定着 い 研究会 開始  

観 関連 い 体 試験運用 行い 必要 改修 実施

録 成 現在 約 件 録 地域 既 観 関連 業 関連性 調査や連携

い 広島 尾道 岩国 象 議 検討  

新 学 資 関連 研究教育 開始 特定研究 件 社会連携 件 大生 業 件

採択 実施  

廿日 宮島 家建築 部改修 成 広島 立大学 宮島教育研究施設 通称

宮島 開設  

芸術学部 中心 様々 容 宮島及 広島 中心部 い 実施 成

い 教員 学生約 参加 地域 増や 実施 計 作成  

参加校 観 や地域振興 教育研究 業 実施  

回 行 信 開始 広報 行  

業 働 議会 成 日 開催 機関 参加 業 捗状況等 い 報 や意見交換

行  

推 体 整備 成 新 担当 特任教員 採用 成 用教員 含

体  

外部評価委員会 成 日 開催 成 業 評価  
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補 業 実績 補 業 体的 成果 

 

～  成 策定 教育 広島 知 科目 実施

成 開講 広島 感 科目 地域課 演習 や 広島 問う 科目 地域再生

論 等 新規科目 担当教員 決定 作成等 開講準備 行う  

教育 あ 地域貢献特定 地域志向型科目 広島 知 広島 感 広島 問

う 広島 挑戦 いう 全学共通系科目や専門教育科目 い 学習 経験 う編成 い  

成 新 設定 広島科目 広島 知 科目 講義 新規科目 広島 観 学 象地域 調査

訪問 構成 既 科目 あ 論 広島 産業 技術 容 改訂 開講 科目 延 数 学

生 講 う 講生 最 多 論 修後 地域 関心 非常 高 関

心 高 学生 わ 約 地域志向 醸成 定 効果 あ  

成 新規科目 あ 広島 知 科目 地域再生論入門 近隣 地域再生 最新 例 広島 感

科目 地域課 演習 象地域 所 演習 地 設定 開講準備 行  

成 地域貢献特定 科目 科目追加 充 検討 準備 行  

広島 知 科目 科目 実施 延 講 あ 論 結果

地域 関心 非常 高 関心 高 学生 わ 約

 

成 広島 知 広島 感 新規科目 科目 い 開設準備 行  

成 地域貢献特定 科目追加 検討 行  

 

～  教育 実施専門委員会 申請大学 教育 開

委員会ワ 会議 申請大学 参加大学 教育 開 委員会 申請大

学 参加大学 自治体 経済団体 企業間 い 地域貢献 関連 い

情報交換 共通 実現 位互換 や講師派遣等 実施 い

議  

教育 充実 参加校間 位互換 設 記 会議 開催

議 行  

結果 参加校 持 地域志向科目 い 遠隔講義 使用 能 科目や 中講義形式 実施 能

科目 中心 提供 成 業参加大学間 位互換 関 定書 締結

基 成 実施 校 提供 科目 位互換 行う態勢 整え 学生 修機会 大

 

参加校 学 講師派遣 い 調整 成 学 開講 観 情報学 派遣  

成 参加校 校 位互換 関 定書 締結  

成 位互換 科目提供 校 科目 実施  

 
 学 全学教職員 象 業 実施 関

全学 研修会 回 開催 

全学研修会 開催 学 業推 理解 や気運 醸成  

第 回 成 日 実施 容 人都 圏構想 実現 向 講師 広島 企 調整部長 及

実施状況 い 講師 担当コ 参加者 第 回 成 日 参加

校 呼 掛 実施 容 大学 地域 い 関わ 広島修道大学 地域志向教育 実践 講師

広島修道大学 浦浩之教授 参加者 参加 大学 含 あ  

第 回 成 日 実施 参加 あ  

第 回 成 日 実施 参加 あ  

  参加大学 共催 開催 成 日 開催 容 山 ！日 舎 変え ―人 人 呼 地域資

源 活 方 講師 法人 理 長大 信也氏 及 基 ―創 的 文 芸術 地域活性

目指 学芸術学部講師 報 参加者 業 働機関及 般 含 成 約 あ

 

成 日 開催 参加 あ  

  参加企業 自治体 開始  参加企業 自治体 い 成 時点 い 成 あ

学 成 実施 入 依頼 入 回答 あ

参加企業 自治体 数 成 あ 成 業 働機関 あ 中国経済

連 会 人 育成専門部会 学教員 委員 派遣 地元企業 活用 学生 地元定着意識

醸成 方策 い 企業関 者 研究会 始  

実施 入 表明 参加企業 自治体 団体 あ  

 ～  成 構築 観 関連 試験的 運用 観 関連 試験的 運用 い 観 関連 ワ 議 踏 え 成

構築時 録 や 成 初期 録 観 関連 利用 体 稼働 運用

試験 行い課 洗い出 実施 ～ 抽出 課 や懸念 目 い 改修作業 実施 更 機能

張 や 成 開運用 向 態勢 整え  

～ 運用試験 行い 改修作業 機能 張 行  
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補 業 実績 補 業 体的 成果 

 
～  業 働機関 参加大学 自治体 企業等 観 関連

追加 

観 関連 追加 録 い 参加各 観 類 含 紙媒体 電子 や 情報 含 各

種 追加 録 成 現在 約 件 観 関連 録 完了 い 訳 動 や

含 関連 約 件 中 い 像や 等 含

観 施設 等 約 件 い  
成 約 件 観 関連 録 行  

 
～  観 関連 活用 地域 既 観 関連 業 関連性調査

連携 能性 検討 

観 関連 業 関連性調査及 連携 能性 検討 い 観 関連 ワ い 参加自治体

実施 い 観 関連 業 い 議 成 広島 尾道 及 岩国 象 調査 検討 行い 連

携 能 提供 能 素 い 活用 向 議等 行 体的 象 案 広島 企

運営 い 広島 や 活用 尾道 道 使用

行動情報 岩国 観 客 行動 関 演習 活用や い

検討 踏 え 成 以降 象地域 連携 業 い 定 あ  

参加自治体 あ 広島 尾道 岩国 観 関連 業 連携 検討  

 
～  学 特定研究費 大学資 特定研究 選考 研究実施

～  

学 特定研究 大学資 成 特定研究 枠 設 前 募 行い 件 採択

～ 実施 研究 容 瀬戸 観 振興 目指 観 地 体験型

自動検出 実施 人 育成 基盤研究 実施 研究 成

地域課 演習 活用 い  
特定研究 件 採択 実施  

 
～  学 貢献 社会連携 大生 業

い 募 選考 実施 ～  

成 社会連携 貢献 統 社会連携 業 実施  

募 行い 社会連携 関連 件 例 厳島 関 教育 業 大生 業 関

連 件 例 地域商店街活性 貢献 組 採択 ～ 実施 採択

関わ 組や 成 地域課 演習 組 あ  
社会連携 件 大生 業 件 採択 実施

 

 

～  宮島 教育研究 点 開設 運営  

～  及 参加校 働研究 業 実施 宮島 中心部 観

船  

廿日 宮島 歴 あ 家建築 部改装 学 参加校 学生 教員 宮島 教育研究活動 行う施設 広

島 立大学 宮島教育研究施設 通称 宮島 成 開設 学芸術学部 宮島

作品 作や展示 講 や 開催 ワ 点 様々 活動 い 活用

 

い 宮島 い 件 実施 学芸術学部 学生 廿日 宮島伝統産業会館 連携

伝統 芸 あ 轆轤 後 者育成 組 技術 習得 宮島 い 宮島 観

宮島 作 向 木版 ワ ョ 開催 宮島 伝統産業 関わ 職人 技術等 記録

宮島 実施や 宮島 日 や 織作品 創作 向 現地調査等 開始  

広島 中心部 件 実施 基 活動 点 中心 地域 活性 開催

例 実施 創作 < > 設置 地域交流 < > 設置 基 昔 写 展

や 実施 特 学生 体 企 食 通 地域交流

い 参加校 あ 広島修道大学 安 女子大学 連携 実施 観 船

水辺 広島 中心部 水辺 魅力 民間企業 働 観 船 い 芸術学

部 案 提供  

参加校 働研究 業 観 や地域振興 中心 業 参加校 校 い 各校 件実施

例 大型 客船 応 学生 宮島地域資源 再 見 中山間地域 島 部 交流  

宮島 活動 点 広島 立大学 宮島教育研究施設 通称

宮島 開設  

い ～ 宮島 い 件 広島 中心部 い 件実施 参

加校 働研究 業 件実施  
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補 業 実績 補 業 体的 成果 

 ～  学 成 開催 実施計 検討 作成 業 的教育研究 業 学 特色 あ 芸術学部 美術学科 芸学科 わ 全 専攻

教員 学生約 参加 実施計 作成  

各専攻 教員 学生 業 働地域 中 地域資源 活用 企 瀬戸 宮島 似

島 尾道 広島都 部 中 基 地 中山間 広島 安芸 実施場所

組  

  

 
 業広報 行 回 成 開設

更新  

行 成 第 紹 観 施策 動向調査等 成

第 基 観 関連 宮島 点施設 成 第 地域課 演習 修 等

版 行 配 各 部  

い 成 構築 部 試行期間 経 成 日 開

開始 容 充実  

行  

情報提供 開始  

  業 働地域 議会 開催 回  成 日 開催 議 容 成 業 実施状況 成 業計 案 成

外部評価結果 報 あ 業 捗状況 後 展開等 い 情報 共 意見 交換 行 参加 働機

関 成 働機関 あ  
成 日 開催 参加 働機関 あ  

 

 推 コ 特任教授 業 働地域調整担当特任准教授

教育･研究担当特任 教 新規採用 選考 成 完了 定

成 採用 観 関連 担当特任 教 担当特

任 教 用  

推 コ 特任教授 及 業 働地域調整担当 成 用 教育研究担当特

任 教 成 用  

観 関連 担当特任 教 担当特任 教 用 全体 推 体

 
採用 前 用 含  

  評価委員会 開催 成 業 評価 報 書等 作成  外部評価委員会 委員長 戸 外国語大学船山仲 理 長 学長 委員 成 日 開

催 評価結果 計 沿 実績 い  

成 業報 書 作成 外部評価委員会 提出  
成 日 開催 評価結果 計 沿 実績 い  
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■資料－  事業費の状況 
 
 

 

  

成   成  

交付決定 補

象経費  

  

実支出  

  
交付決定 補

象経費  

  

補 交付  自己負担  補 確定  自己負担  補 交付  自己負担  

広島 立大学          

広島大学          

尾道 立大学          

広島経済大学          

広島 業大学          

広島国際大学          

広島修道大学                

安 女子大学          

広島商船高等専門学校                

計          

 

※文部科学省 提出 交付申請書 実績報 書 作成  
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■資料－  参加校による協働研究事業の実施結果 成 2 度・概要  
 

学校  広島大学 

業  

 
大型 客船 寄港 応 地域経済 影響 い  

実施 象地域 広島 地 日 宇品 福岡  

業概要 

成 広島港 日 岸壁 寄港 定 い 大型 客船

乗客 調査 行い 広島滞在中 行動 広島 評価 入

態勢 評価や課 等 把握 後 応 検討 基

礎的 知見 得  

業 働機関 

広島 立大学 除  
広島県 土木建築局 港湾振興課 

実施 容 

実績  

・ 作成作業 英語 日 語 中国語  

・ 日 宇品港 実施 船  ’ 院生 人 教員

人 枚回  

・ 日 日 港 実施 船    院

生 人 枚回  

・ 日 福岡 港湾空港局 入 体 関 聞 調

査 教員 人 院生 人 

業 補 使用 い い 参考 あ 後 調査

計 枚 回 出来 後 調査 広島県 力

定 あ  

実施  

得 成果 

・ 地域 効果 実施 調査 引 客 特性

広島 期待 広島訪問 評価 消費行動 い 明

広島県 始 県 行 機関や観 産業 参考 資料  

・ 学生 効果 博士課程前期 院生 行研究 参考 自 的

作成 広島県 得 情報 元 計 立

実施 現地調査 計 実施 い 学 入力 行い

後 利用 基 的 統計 析 純統計 計 統計検

定 学 定 あ  

・ 結果 引 調査 行 い 析 後行う

定 あ 研究費 実施 回 純統計結果 別紙 通

あ  

 

実施経費  

実施 成果  

物等 
広島港 客 調査表 日 語 中国語 英語  

 

担当教員 学部 職 氏  大学院総 科学研究科 教授   

務担当者 

所属 職 氏  社会連携 員 柳ヶ瀬 祐規 

電 番   

  

  

 

実施 容 写  

  客 採 日  

福岡  

福岡  
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学校  尾道 立大学 

業  

 
尾道 技 碁 関連科目 創設 業 

実施 象地域    尾道     地                  

業概要 

尾道 技 あ 碁関連科目 新設 講義 通 学生 地域関 者

交流 開催等関連 業 活性 及 参加学生 地域 定着率

向 組 あ  

業 働機関 

広島 立大学 除  
尾道  

実施 容 

実績  

 尾道学入門 碁関連講義 開講義 実施 

   参加者 学生 般  

 碁関連科目 地域 伝統文 碁 新設及 担当講師 決定 

 碁関連科目 地域 伝統文 碁 実施 向 物品購入等 組

 

 碁関連科目 地域 伝統文 碁 実施 向 物品 納品 

 碁関連科目 地域 伝統文 碁 実施 向 尾道 関連団体

支援 要請 諾 得  

実施  

得 成果 

尾道学入門 開講義 地域 尾道 技 あ 碁 及

貢献 方 学生 碁 通 尾道 いう 深 理解

 

 成 開講 地域 伝統文 碁 実施環境 整え

学生 地域 身近 捉え う 準備 行  

実施経費  

実施 成果  

物等 
 

 

担当教員 学部 職 氏  経済情報学部 教授 藤岩 秀樹 

務担当者 

所属 職 氏  企 広報室 任 森  育哉 

電 番   

  

  

 

 

実施 容 写  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾道学入門講義風  

物品購入 

物品 教室横倉庫 配置 

尾道学入門講義風  
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学校  広島経済大学 

業  

 

観 振興 国際文 生活圏 創生 向 人 育成 業 

学生 宮島観 資源 再 見 信 担当教員 瀬戸 地域

視察  

実施 象地域 
 広島県廿日 宮島 地  広島県廿日 宮島       

 香川県香川郡直島  地  香川県香川郡直島        

業概要 

広島経済大学 興動館 宮島 魅力 信 隊学生  

世界遺産 あ 宮島 隠 魅力 学生目線 若者目線

掘 信 活動目的 い 成 現地 観 資

源 視察 中心 活動 ワ 広  

成  宮島 ワ 力 宮島 写 展 宮島

伝統 芸作品展 開催  

業 働機関 

広島 立大学 除  
法人 宮島 ワ  

実施 容 

実績  

成 計 回 現地視察及 実施  

◆商店街 谷 歴 資料館 水羽荘  

視察 成果  宮島 ワ 力 宮島 写

展 宮島伝統 芸作品展 開催 学生 撮影 宮島 現在 写

展示 当日 学生 写 紹 や宮島 魅力 い 企 案 展示  

◆期間 成 日 水 ～ 日 日 日間 

加え 記 日間 学生 作成 冊子 現地 観 客

中心 配 以降 掲載店 設置 観 客 提供 い  

◆ 部 行 

◆中国新聞 成 日付 面 掲載 

次 以降 向 担当教員 瀬戸 地域 現地調査 実施 香川県

香川郡直島  

◆日程 成 日 日  

◆視察地 家  香川大学直島地域活性

和 う 地中美術館 

実施  

得 成果 

宮島 魅力 信 隊学生 広島県廿日 宮島  

法人 宮島 ワ 力 宮島 写 展 宮島

伝統 芸作品展 参 写 展 学成風館 日 水

～ 日 日 開催  

学生 写 展 準備 携わ 自 視点

作成 編 行 当 地域 歴 学 街 在 方や観

地 活用方法 い 学 深  

 

写 や展示物 説明 観 客 会 宮島 魅力 信

向 意識 高 様子 あ 成 行 定 あ 宮島

容 期待 い  

◆ 宮島 写 展 宮島伝統 芸作品展 来場者数 い  

日間 計 日 人観 客 人 男性 人 女性 人  

        外国人観 客 人 男性 人 女性 人  

担当教員 瀬戸 地域 現地調査 香川県香川郡直島  

回 島嶼部地域 活性 用 例 型例 香川県直島 訪問

島 再生 視点 入 作 各 視察

 

家 家 空間 作品

屋 再生 い 報 者 や 関わ 広島

県廿日 宮島 い 近 空 家 問 深刻 あ 解決

資 視点 学  

地中美術館 や  目玉 少 直島

客 貢献 い わ  

香川大学直島地域活性 学生経営 和 う 訪

前 当時あ 観 客向 飲食店 直島 開店

土 日 日営業 現在 直島 い 多 誕生

い 学生 起爆剤 間違い い 現

状や運営方法 地域 関わ 方 い 懇談 多 示唆 得  

実施経費  

 

実施 成果  

物等 

 

宮島 魅力 濃縮！宮島 ～  

中国新聞 成 日付 面 広経大生 冊子 

増加狙う  

 

担当教員 学部 職 氏  経済学部 教授 濵  敏彦 

務担当者 

所属 職 氏  教育 学習支援 任 西國 ｲ ｸ ｲﾁ  

電 番   
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実施 容 写  
 

※撮影日 日 土  

    

↑広島経済大学成風館入 宮島         ↑ 法人宮島 ワ 方々 付  

 

    
↑館 展示物 説明 学生           ↑学生 作成 冊子 手 観 客 

 

    
↑写 展 様子                       ↑写 展 様子  

 

学校  広島 業大学 

業  

 
宮島 土曜講  

実施 象地域   廿日     地                  

業概要 

広島 業大学 研究 地域保全 研究 研究成

果 信 広島 業大学教員 外部講師 関連

講 展開 回 ～ 講 講師 講 講師及

参加者 士 交え 講 共 理解 高 い  

業 働機関 

広島 立大学 除  
廿日  

実施 容 

実績  

第 回 日 土 ～ 会場 宮島 民 参加 

後 宮島観 地域 活性 向  

第 回 日 土 ～ 会場 宮島 民 参加 

学 点 個別 業 面 地域全体 組   

第 回 日 土 ～ 会場 宮島商 会館 参加 

宮島 開設 周 記念  

第 回 日 土 ～ 会場 宮島 参加 

世界遺産 周  常若 わ 宮島  

第 回 日 土 ～ 会場 宮島 参加 

学 街並 支え 宅 管理  

第 回 日 土 ～ 会場 宮島 民 参加 

出雲大社 門通 歩行環境 ～  

宮島 土曜講 振 返 ～  

実施  

得 成果 

講 参加者 力 願い

回答 あ う 講 容 い

大変 回答 あ

講 参加 延 学学

生 宮島や国 外 例 い

理解 深 感想 見 参

加 学生 宮島 関 修士論文 件 業

論文 件 執 あ 教育面 成果 得  

第 回 講 記念 地元 コ 宮島

保 関 組 い 広 情報 信 廿

日 成 都 計 課 歴 推 新 設置

後 業 体的 活動 繋 い 期待  
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実施経費  

実施 成果  

物等 

宮島 土曜講  

宮島 土曜講 報 書  

 

担当教員 学部 職 氏  学部 教授 伊藤  

務担当者 

所属 職 氏  地域連携推 室 山 和宏 

電 番   

  

  

 

実施 容 写  

第 回 日 土 ～ 会場 宮島 民  

後 宮島観 地域 活性 向  

講師 広島経済大学 経済学部 学科 任教授  尚人 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 回 日 土 ～ 会場 宮島 民  

学 点 個別 業 面 地域全体 組   

講師 福山 立大学 都 経営学部 大学院都 経営学研究科 准教授  尚孝 

 

 

 

 

 

 

 

第 回 日 土 ～ 会場 宮島商 会館  

宮島 開設 周 記念  

講師 山 業高等専門学校 前校長 誉教授 日 コ 国 委員会 副委員長 苅谷 勇  

 

 

 

 

 

 

第 回 日 土 ～ 会場 宮島  

世界遺産 周  常若 わ 宮島  

講師 般社団法人宮島 構想推 議会 略称 宮島 ョ  後藤 研  

 

 

 

 

 

 

 

第 回 日 土 ～ 会場 宮島  

学 街並 支え 宅 管理  

講師 岡山大学大学院教育学研究科 講師 関川 華 

 

 

 

 

 

 

 

第 回 日 土 ～ 会場 宮島 民  

出雲大社 門通 歩行環境 ～  

講師 株式会社  総 計 部 福  子 

宮島 土曜講 振 返 ～ 広島 業大学 教授 伊藤  
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学校  広島国際大学 

業  

 
中山間地域 島 部間 交流 地域活性  

実施 象地域 山県郡安芸 四 地 豊島地 東広島 黒瀬地        

業概要 

段峡や島 部 観 地 高 見 い 四 地 豊島地

実 高齢 率 非常 高い 地域 民 健康 共

地 交流 相乗的 活性 効果 目的

地 関 情報 信 益 目的 既 実施

い 広島黒瀬丸山地 交流 入  

 

業 働機関 

広島 立大学 除  
安芸 社 豊浜 民 東広島 社 黒瀬支所 

実施 容 

実績  

成 い 基 実施 業  

成 業実施 容 以 通  

 

安芸 業実施 容  

成 日 第 回 和 開催 自治会 健康

課 社 落支援員 地域 力隊 学教員

学生 開催 回 方 関 構築 意 元 う 流 準備

食 調理等 民 学生 共 行  

成 日 日 第 回 和 開催 自治会

社 落支援員 学教員 学生 開催 自治会

民 相談 乗 欲 い いう要望 あ 学生 民 相談

後 地 生活実態 把握 現状 生活課 等 い 聞 調

査 実施  

成 日 第 回 和 開催 自治会 社

落支援員 児童 学教員 学生 学職員

開催 地域 要望 あ 引 学生 面談 時間 設

間 番 待 民 心身 健康 目的 購入 い

健康 用 等 用い 交流  

加え 自治会 地域 伝わ 影絵 作 い 要望

う 伝わ い 聞 行い 沿 形 影

絵 作用 案 作成 既 案 作成 社

通 方言 使い方 検討 修 依頼 い  

 

 

黒瀬丸山地  

成 毎 地域 民 参加 均 学生 均

学教員 参加 開催 い  

尚 成 い 豊島 民 行う 出来

 

実施  

得 成果 

的 調査 行 い い 業実施 民 学生 方 成果

体的 数値 示 い  

 

地域 民 相談 乗 い いう要望 実施 次

折 後 い 相談 乗 欲 い いう要請 あ

推察 う 学生 交流 通 少 地域 民 精 的 健康

学生 民 方 在価値 再確認 効果 あ

考え  

 

限界 落 い 落 民 黒瀬丸山地

民 自治体 民 交流 楽 成

開催 企 動 出 い 鑑 業実施

民 学生 方 Ｗ 言う 健康 効果 見 い 考

え  

実施経費  

 

実施 成果  

物等 

 

和 社  第  成   

 

担当教員 学部 職 氏  療福祉学部 教授 川  

務担当者 

所属 職 氏  研究支援 社会連携  林 賢宏 

電 番   
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実施 容 写  

第 回 和  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 回 和  

 

学校  広島修道大学 

業  

 

観 振興 国際文 生活圏 創生 向 人 育成 業 

 

実施 象地域 自治体   広島       地   中 基  

業概要 

広島 中 広島 立大学 催校 う 基 企

あ 学 力 共 催 実

施 い  

 基 高 活性 目指 基

基 高 既成概念 払い 来 基 高 あ 方や魅

力 体験 知 う 人やコ 人 基 来訪者 外

人 架 橋 目的 行 い あ 広島 立大学

芸術学部 学生 広島修道大学地域 ョ コ 学生 志 参加

議論 日 土 基 高 敷地 基 ョ

中央広場 外 や催 物 運営 外 場 作 行

い 来場者 提供 民 会や 規模

ョ や団地 企  

 

業 働機関 

広島 立大学 除  
広島 中 役所 

実施 容 

実績  

 

～   実施 向 定例会 回  

日   移動 屋 型 実施 

日   ョ  コ   

～    実施 向 体的 企 及 準備 

日  実施 ～  来場者約  

〜   え 定期 準備 

～    基 展示参加 

 

実施  

得 成果 

 目標 基 人 外 人 いう全体コ

外 人 基 来 機会 増や う 広島 立大学 学生 広島修道大学

学生 共 幾 企 練 実施 回生 中心

検討 始 基 実 行 い学生 多 基 知

始 実際 基 歩 活動 参加 地域 運動会 参加 及 県立

広島大学 学生 意見交換 行  

 中 見 特徴や課 自 企 少 形  
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 高 部 い 高齢者 方 中 部 降 億 方々

高 部 大 踊 場 生 規模 交流会 開 計 立 コ

乗 う 交流装置 屋 作 利用 課

解決 能性 提示  

 基 講演会 わ 飲 物 提供

機会や 広島 中央 書館 行わ 基 展示

中 総括的 展示 行い 活動 周知 次

向 課 定期的 行う 基 定着

い 的 組 いう意識 熟成  

基 高 皆 珍 い外部 方々 交流 再 基

高 特性 前向 意識 持 う 参加 学生

専門性 異 大学 士 共 作業 社会 働 理解

自身 専門性 意識 高 基 高 抱え 地域課

理解 解決 自身 専門性 う 活

端 理解  

実施経費  

実施 成果  

物等 
 

 

担当教員 学部 職 氏  
地域 ョ 教育担当教員 人間環境学部 講師 

木原 郎 

務担当者 

所属 職 氏  来 創  課長 伯美 子 

電 番   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 容 写  

 

 

 

 

 

定例会 様子 学  定例会 様子 広島 立大学  

店 様子 広島 立大学  ｲﾉﾍ ｰ  ﾐ ﾆﾃｨ ﾛ 様子 

学  

当日 様子 無料 茶 菓子 提供 地域

方々 交流 基 ョ 中央広場  

広島 中央 書館 展示 様子 
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学校  安 女子大学 

業  

 
基 参  

実施 象地域  広島  地   広島 中 基 地      

業概要 

広島 立大学 実施 い 基 環 基 中央商店会

空 店舗 活用 食 関連 行う 参

食 通 基 地 コ 活性 や新 交流 場 創出

目的 第 回目 日

土 減塩食 学家 学部管理 養学科 教員 学生 料理

試食会 実施 実施後 振 返 行い 活動 い  

業 働機関 

広島 立大学 除  
 

実施 容 

実績  

第 回 以 通 実施  

■日時 成 日 土 ～  

■  

牛 減塩牛 桜 い 味噌 絹豆腐  

■  

通常 牛 減塩牛 食 比  

減塩食 大 関  

■指 教員 家 学部管理 養学科 渡邉喜弘准教授 

■ 力学生 管理 養学科  

■参加者  

■実施 流  

 

広島 立大学 業 い 打 わ  

参加者募  

案作成 

 

学 説明会実施 日 木  

学 実習室 試作 日 土 ～  

実施  

得 成果 

 基 要 業 立 い

管理 養学科 あ 大学 強 活 連携 行う

第 成果 あ  

 当日 基 地 地域 方 中心 広島 役所 方や広島 立大学 学生

幅広い 代 方 参加い い 通常 牛 減塩牛 食 比

多 参加者 減塩牛 通常 牛 思わ 味 色 後

渡邉准教授 通 減塩 必要性 強 認識い  

 企 力 学生 前 準備 当日 減塩食 調理 通

地域 方 自 調理 食 い 喜 感 う

後 参加 いう声 多 聞  

 基 地 い 日 学生 立 寄 少 い地域 あ

通 地域 方 身近 感 機会 地域 方々

学生 会 楽 基 地 コ 活性 観点 い う 活

動 寄与 確認 機会  

実施経費  

 

実施 成果  

物等 

 

■実施 物等 

 献立表 

 

減塩食 大 関 時 使用  

 

■成果 物等 

 結果 

 

担当教員 学部 職 氏  家 学部管理 養学科 准教授 渡邉 喜弘 

務担当者 

所属 職 氏  学長室 課長 安  馨 

電 番   

  

  

 
実施 容 写  

成 日 木  

第 回 学 説明会 
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成 日 土  

第 回 学 実習室 試作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 日 土  

第 回  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校  広島商船高等専門学校 

業  

 
成  広島商船高等専門学校 企業研究会 

実施 象地域 大崎 島 全域 竹原 竹原地 忠 地   

業概要 

研究会 学生 就職活動 砲 実施 い 就職活動

始 あ 心構え 社会人 必要 資質 学 体的 企業 担当

者 何 い うい 企業 容 自 考え 就

職活動 前提 活動 あ 自

体的 動 来 開 う自 的 行動 目的 実施

い  

成 企業研究会 成 日 校視聴覚教室等

い 第 部 第 部 実施  

 第 部 人 育成 中心 企業別説明会 業 展開 総研株

式会社様 就職活動 始 あ 参加学生 就職活

動 始 あ 心構え等 講演い 第 部 企業説明会

県 企業 中心 各 個別懇談 実施  

 

業 働機関 

広島 立大学 除  
広島県 企業 外 多数 

実施 容 

実績  

企業研究会 参加学生 校 中心 近隣 県立大崎 県立

竹原 県立忠 高等学校 呼 参加者 募    

第 部 総研株式会社様 就職活動 始 あ 講

演 参加学生 就職活動 始 あ 心構え等 学 社会人

基礎 学  

第 部 企業説明会 県 企業 中心 社 参加 あ 参加学生

各企業 方 会社概要や 容 人 説明 積極的 質

問等 行 い  

研究会 目的 あ 就職活動 砲 就職活動 始 あ

心構え 社会人 必要 資質 学 体的 企業 担当者 何

い うい 企業 容 自 考え 就職活動 前

提 活動 あ 自 体的 動

来 開 う自 的 行動  
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実施  

得 成果 

企業研究会 実施 結

果 参加

学生 割 採択

前 あ 成

% 成

向 い  

 

女子学生 在

籍率 高 特 地元 就

職率 向 力 入 い

流通情報 学科 い

成 県 外

問わ 学科全体

学生

経験 う 県 企業

割 約 割 占 い  

 

成 業生

校 自県 就職

率 %

割近

昇 い  

近 新 採用 売 手 場 い い 首都圏 中心 就職 多い

潜在的 県 就職者 実際 県 就職者数 高い傾向 あ

思わ  

就職活動開始時期 学生 就業意識 向 地域社会 活躍

人 県 企業 就職者 多数輩出 い  

実施経費  

実施 成果  

物等 
広島商船高等専門学校 参加割 自県 就職者数 推移   

担当教員 学部 職 氏  電子 御 学科 教授 副校長 松島 勇  

務担当者 

所属 職 氏  総務課 課長補 増  浩  

電 番   

  

  

実施 容 写  

 

 

第 部 企業講演会 様子 

総研株式会社  

 

 

        第 部 企業説明会 様子 熱心 企業 説明 聞 入 学生 

 

         第 部 企業説明会 様子 盛会 終了  

 

 

 

50３0

60３0

70３0

ンターン ッ 参加割合

H７９ H７8

９5３00%

50３00%

55３00%

60３00%

50
51
5７
5８
5９
55
56

平成７8年 平成７9年

本校 自県内就職者 推移

自県内就職者数 人
自県内就職率 %)
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■資料－  委員会等の開催状況一覧 成 2 度  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 観 振興 地域創生 向 人 育成 業 働 議会 

実施概要 

実施日時 成 日 火 ～  

実施場所 広島国際会議場 地 階  

議   

 成 広島 立大学 外部評価 い 報  

 広島 立大学 成 業 実施状況 

 広島 立大学 成 業計 案  

 

 業 働 議会 連絡会議 

回数 実施概要 

第 回 

実施日時 成 日 ～  

実施場所 広島 立大学 部棟 第 会議室 

議   

 業 働地域 就職率 算出方法 い  

参加大学 算 教育 執行状況や見込 い  

開設  

 
 

第 回 

実施日時 成 日 火 ～  

実施場所 
  

広島 中 大手 四 目 番  大手 和 階  

議   
 参加校 成 業 実施状況 い  

 参加校 成 業計 作成 い  

報   

 広島 立大学全学共通系科目広島科目 地域課 演習 実施 い  

 広島 立大学 宮島教育研究施設 開設 い  

 参加校間 位互換 い  

 成 観 振興 地域創生 向 人 育成 業 働 議

会 及 情報交換会 い  

第 回 

実施日時 成 日 ～  

実施場所 広島 立大学 部棟 会議室   

議   

 広島 立大学 成 業 実施状況 

 広島 立大学 成 業計 案  

 広島 立大学 成 参加校 働研究 業計 い  

出席者 

広島大学 地域連携部門 部門長 教授 塚  俊明  

社会産学連携室 社会連携部 社会連携   

査 地域連携 担当  山  美 

尾道 立大学 企 広報室 室長 加來 和 企 広報室 室長補  土岸 明博  

任 森  育哉 

広島経済大学 教育 学習支援  次長 高  修 任 西國  

広島 業大学 地域連携推 室 室長 安  崇 山 和宏  

広島国際大学 地域連携  長 川  課長 沖川 崇  

課員 林賢宏 

広島修道大学 来 創  次長 岡 健  

課長 伯 美 子 課員 植  安瑛 

安 女子大学 学長室  課長 安  馨  岩   

広島商船 電子 御 学科 教授 副校長 松島 勇  

高等専門学校 総務課企 広報室 企 広報室長 木 圭  

広島 立大学 社会連携  次長 豆谷 利宏 特任教授 國  善  

特任教授 藤 俊 特任准教授 岡 研  

特任 教  賢治 特任 教 永留 好子  

技師 坂  岐子 特任職員 好 貴 

 

 

 

業 働 議会  連絡会議  

教育 開 委員会  ワ 会議  

大学 
実施特別委員会  

 

運営部会  

教育 実施専門委員会

 

編成 
ワ  

観 関連  
ワ  

 
ワ  

就職  
ワ  

外部評価委員会  

委員会等 実施状況   開催回数 
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 教育 開 委員会 第 回 連絡会議 会議  

回数 実施概要 

第 回 

実施日時 成 日 水 ～  

実施場所 広島 立大学      

議  参加校間 位互換 い  

報   

  広島 立大学全学共通系科目広島科目 地域課 演習 実施  

い  

  広島 立大学 宮島教育研究施設 開設 い  

第 回 

実施日時 成 日 ～  

実施場所 広島 立大学 部棟 会議室  

議   

 広島 立大学 成 業 実施状況 

 広島 立大学 成 業計 案  

 広島 立大学 成 参加校 働研究 業計  

  い  

出席者 

広島 立大学 理 教育 研究担当 副学長 前川 義春 委員長  

   副理 教務担当  弘中 哲 ワ 会議 長  

広島大学  副理  教育支援担当   原 義孝 副委員長  

   社会連携  査 山  美 

尾道 立大学 企 広報室 室長 加來 和 委員 任 森  育哉 

広島経済大学 学務 教務課 課長補  池 剛  

  教育 生涯学習  任 西國  

広島 業大学 学務部 次長 学部 電気 学科 准教授  青木 吾  

  学務部 務員 永  慎  

広島国際大学 保健 療学部 教務部  教授 教務部長  笛吹 修治 委員  

広島修道大学 来 創  次長 岡 健 課長 伯 美 子  

  課員 植  安英 

安 女子大学 心理学部 教授 学長補  澤  英 委員  

広島商船 電子 御 学科 教授 副校長 松島 勇  

高等専門学校 総務課企 広報室 企 広報室長 木 圭  

広島   企 総務局企 調整部 部長 阪谷 春 

広島  企 課 策立案室 室長 矢部 芳彦 

中国経済連 会 調査役  満 

広島 立大学 社会連携  特任教授 國  善 特任教授 藤 俊  

務局  特任准教授 岡 研 特任 教 永留 好子  

  務局教務  補  川谷 哉 

 

 

 

 

 

 教育 開 委員会 ワ 会議 

実施概要 

実施日時 成 日 木 ～  

議  業参加大学間 位互換 い  

出席者 

広島大学 教育部 教育推  長谷川 博文 

尾道 立大学 企 広報室 室長 加来 和 

広島経済大学 学務 教務課 課長補  池 剛 

広島 業大学 学務部 務部長 猫島 爾 

広島国際大学 保健 療学部 診療 射線学科 教務部  教授 教務部長

  笛吹 修治 

広島修道大学 来 創  次長 岡 健 

安 女子大学 教務部教務課 課長 木  泰惠 

広島商船 電子 御 学科 教授 松島 勇  

高等専門学校 

広島 立大学 情報科学研究科 教務担当副理 教授  弘中 哲  

  社会連携  特任教授 國  善  

  特任教授 藤 俊 特任准教授 岡 研  

 

 

 

 大学 実施特別委員会 

回数 実施概要 

第 回 

実施日時 成 日 水 ～  

議   

 成 実績報 い  

 成 業計 い  

 成 教育 い  

 後 業 方等 い  

第 回 
実施日時 成 日 水 ～  

議   広島 立大学 評価委員会 設置 い  

第 回 
実施日時 成 日 水 ～  

議   成 地域課 演習 実施方針 い  

委員

構成 

理 長 青木 信之 理 企 戦略担当  若林  

理 教育 研究担当  前川 義春 理 総務 機管理担当  塩  芳  

国際学部長  晴彦 情報科学部長 角  良明 芸術学部長  昌伸  

和研究所長 川 元 副理 社会連携担当  竹澤  

社会連携  特任教授 國  善 特任教授 藤 俊  
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 運営部会 

回数 日程 検討 容 

第 回 成 日  

業評価委員会 教育  観 関連   

宮島 基  広報関   

全学研修会 業 働 議会 

第 回 日  宮島 業実施特別委員会 開催 

第 回 日 木   

第 回 日  
外部評価委員会 設置 宮島  

教育 方 

第 回 日  

外部評価委員会 宮島 藤特任教授  

状況報  編成   

観 関連  行計  

第 回 日  
外部評価委員会 宮島  

 編成  

第 回 日  
外部評価委員会 自己評価 教育研究

実施計  位互換 方 基  

第 回 日  

外部評価委員会 実施計   

地域課 演習 働 議会 連絡会議   

国交省 中国圏広域地方計  基   

宮島 関連  業運営部会 開催日 変更 

第 回 日 水  

外部評価委員会 地域課 演習 全学研修

会 働 議会 教育 開 委員会 ワ 会議  

宮島 個別 捗状況 業運営部会 開催 

第 回 日 水  

外部評価委員会 地域課 演習 位互換 方

い  働 議会 教育 開 委員会   

就職 担当Ｗ   

第 回 日 水  

外部評価委員会 ワ 会議 連絡会議 開催  

連携自治体 観 施策 調査報   

宮島伝統産業会館 利用 

第 回 日 水  
外部評価 働 議会 第 回連絡会議  

宮島 基   

第 回 日 水  

地域課 演習 位互換 外部評価報 書  

宮島 因幡邸  文科省   

研修会 基  

第 回 日 水  
地域課 演習  宮島 因幡邸  

働 議会 会議 基  

 
第 回 日 水  地域課 演習 実施方針案 企  

第 回 日 水  
地域課 演習 実施方針 調整 広島 観 学 構成  

宮島教育研究施設 準備状況 

第 回 日 水  
位互換 議状況 宮島教育研究施設  

実施特別委員会第 回 開催 

第 回 日 水  基調講演者 

第 回 日 水  

 働 議会 教育 開 委員

会 開催   働 議会 連絡会議 開催   

働 議会 情報交換会 開催   

全学 研修会 広島 観 学 修状況 

第 回 日 水  観 関連 中間報  

第 回 日 水  
日 開催 働 議会 連絡会議 容 報  

柳 等 依頼 

第 回 日 水  
第 構成案 柳 講   

第 回全学 研修会 地域再生論入門 講義構成 

第 回 成 日 水  

成 第 回全学 研修会 地域課 演習  

副担当教員 地域再生論 地域再生論入門 調整  

参加大学 後 働 業 在 方 

第 回 日 水  

働 議会 会議資料 行 準備状況  

宮島教育研究施設 通称  

学生  

第 回 日 水  

働 議会 参加者数 各校 位互換提供 

科目 地域課 演習 担当教員会議  

学生   

講 柳 担当 教員 人選 

第 回 日 水  成 補 調書 容 

第 回 日 水  

成 第 回全学 研修会 実施結果  

地域課 演習 担当教員会議  

大学連携 学生 観 関 研究 活動 表会 

第 回 日 水  
観 関連 改修  

成 大学改革推 等補 実績報 書 

構成 

理 長 学長 青木 信之 

理 企 戦略担当  若林 理 教育 研究担当  前川 義春  

理 総務 機管理担当  塩  芳 副理 社会連携担当  竹澤  

社会連携  特任教授 國  善 特任教授 藤 俊  
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 教育 実施専門委員会 

回数 実施概要 

第 回 

実施日時 成 日 火 ～  

議   

 地域課 演習 実施 い  

 位互換 い  

  

第 回 

実施日時 成 日 火 ～  

議   

 地域課 演習 実施 い  

 位互換 い  

  

第 回 

実施日時 成 日 水 ～  

議   

 地域課 演習 副担当教員 

 学部専門教育科目 地域志向科目 充実 い  

 位互換 業 提供科目 い  

  

委員 

構成 

理 教育 研究担当  前川 義春 理 企 戦略担当  若林  

副理 教務担当  弘中 哲  

国際学部 教授 寺  英子 情報科学部 教授 中  明 芸術学部 教授 笠原 浩  

社会連携  特任教授 國  善 特任教授 藤 俊  

 

 

 編成ワ  

回数 実施概要 

第 回 

実施日時 成 日 火 ～  

議  
 教育 方 い  

 地域課 演習 い  

第 回 
実施日時 成 日 火 ～  

議  地域課 演習 実施 い  

第 回 

実施日時 成 日 火 ～  

議  
 地域課 演習 実施 い  

 位互換 い  

第 回 

実施日時 成 日 木 ～  

議  

 地域課 演習 い  

 地域課 演習実施案 い  

  

委員 

構成 

理 教育 研究担当  前川 義春  

副理 教務担当  弘中 哲 副理 社会連携担当  竹澤  

国際学部 准教授 山  博 芸術学部 講師 中  圭  

社会連携  特任教授 國  善 特任教授 藤 俊  

 

 

 観 関連 ワ  

回数 実施概要 

第 回 

実施日時 成 日 火 ～  

議  

 業 観 関連 い  

 各観 関連情報 い 比較 議 目 い  

 成 構築 立大学観 関連 説明 

 成 観 関連 い  

 連絡  

第 回 

実施日時 成 日 水曜日 ～  

議  

 実 格納方法 変更 式 版 移設完了報  

 観 関連 録 録素 開始版 い  

 統計関連 録素 や 録方法 い  

 観 関連 類 目 い  

 観 関連 各コ ワ 目 い  

 連絡  

第 回 

実施日時 成 日 木曜日 ～  

議  

 回追加 入頂い  い 様  

 観 関連 関連属性 い 様 議  

 統計関連 格納方法 い 趣 技術確認  

 様 後 依頼 残作業 い 等  

第 回 

実施日時 成 日 木曜日 ～  

議  

 執行部 中間報 容 現在 捗状況 報  

 作業 定 含 録 定 コ い  

 来 向 改修 容 追加修 案 い  

 向 情報 運用 い  

 連絡  

委員 

構成 

副理 社会連携担当  竹澤  

国際学部 准教授 山  博 講師 李 玲  

情報科学部 准教授 波 英嗣 准教授  慶  

芸術学部 教授 笠原 浩  

社会連携  特任教授 國  善 特任教授 藤 俊  

准教授 岡 研 特任 教 植松 敏美 

広島経済大学 経済学部 情報学科 教 石 亜耶 
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 ワ  

回数 実施概要 

第 回 

実施日時 成 日 木 ～  

実施場所 広島 立大学 芸術学部棟 階会議室 

議  

 宮島 設置 定 教育研究活動 点 仮称 宮島 活用方法 

 成 就航 定 新規観 船 方 

  

第 回 

実施日時 成 日 木 ～  

実施場所 広島 立大学 芸術学部棟 階会議室 

議  

 特定研究費採択結果 

 宮島 設置 定 教育研究活動 点 仮称 宮島 捗状況 

 各  

  

第 回 

実施日時 成 日 ～  

実施場所 広島 立大学 芸術学部棟 階会議室 

議  

 実施計 案  

 各専攻企 容提出  

  

委員 

構成 

芸術学部長  昌伸 理 教育 研究担当  前川 義春  

芸術学部副学部長 伊東 敏 副理 教務担当  弘中 哲  

国際学部 准教授 山  博 芸術学部 教授  弘 准教授 大塚 智嗣  

准教授 前  力 講師 中  圭 講師 釣谷 輝  

社会連携  特任教授 國  善 特任教授 藤 俊  

准教授 岡 研 特任 教  賢治 

 

 

 就職 ワ  

回数 実施概要 

第 回 

実施日時 成 日 水 ～  

議  

説明  

 大 向 施策 い  岩手県立大学 例 学

状況 

 学 企業 現状 い  

審議  

業 働機関 依頼 案  

第 回 

実施日時 成 日 木 ～  

議   
 成 参加状況 い  

 成 企業 参加後 企業訪問 い  

第 回 
実施日時 成 日 火 ～  

議  大学 企業 期待や理想 い 意見交換 

第 回 
実施日時 成 日 ～  

議  方針案  

委員 

構成 

理 総務 機管理担当  塩  芳  

副理 入学試験 就職担当   智生 副理 社会連携担当  竹澤  

社会連携  特任教授 國  善 准教授 岡 研  
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■資料－  外部評価結果 成 2 度事業に対する評価  

 

立大学法人広島 立大学 業実施計 関 外部評価 方法及 基準 

 

 法人 自己評価  

 文部科学省 提出 業実施計 基 組 い 以 段階

自己評価 評価理 併 外部評価委員会 提出  

評価 記  実施状況 説明 

ｓ 計 大 回 実績 あ  

 計 回 実績 あ  

 計 沿 実績 あ  

 計 回 実績 あ  

 計 大 回 実績 あ  

 

 外部評価委員 評価 

 組 目 評価 

法人 自己評価 踏 え 組 以 段階 評価 評価 以 評点

換算  

評価 記  実施状況 説明 評点 

 計 大 回 実績 あ   

 計 回 実績 あ   

 計 沿 実績 あ   

 計 回 実績 あ   

 

  総 評価 

組 目 以 評価比率 配 組 目 評点 加 均 評点×評価比率 計

結果 基 評価  

組 目 評価比率 

 教育 整備 推  % 

 観 構築 活用 % 

 観 振興 目的 教育研究 業 立案 推  % 

 業運営 実施体 整備等  % 

 

 

 

評価の基準値 総合評価の記号等 
． ＜Ｘ Ｓ 計画を大きく上回った実績を挙げている。 

． ＜Ｘ≦ ．   計画を上回った実績を挙げている。 
． ＜Ｘ≦ ．   計画 沿った実績と っている。 
． ＜Ｘ≦ ．   計画を下回った実績と っている。 

    Ｘ≦ ．   計画を大きく下回った実績と っている。 

 

 

立大学法人広島 立大学 成 業実施計 関 評価 

 

総 評価 

評価 記  

 計 沿 実績 い  

 
総評 

広島 立大学 広島広域都 圏及 尾道 課 あ 人 流出 観

資源 活用 改善 目指 地域 愛着 誇 持 地域 付 地域 展

貢献 人 育成 目的 文部科学省 成 日 申請 成

日 採択  

文部科学省 提出 い 成 大学改革推 等補 大学改革推 業 調書

記載 業実施計 関 以 組状況 確認 評価 後

業 十全 展 考慮 観点 記述  

教育 整備 推 い 成 入学生 象 学 検討

体 整え 成 教育課程表 作成 地域志向 新規科目 入 既

科目 充実 行 大学 自治体 経済団体等 業 働機関 議 場 設

位互換 関 意見交換 行 開催 講演 概要説

明 通 業推 意識 共 学 開催 教職員 研修会 い

教職員 業参加 研修参加者 実施 析 後 活

望 組 目 い 計 実施  

観 関連 構築 活用 い 構築 検討体 整

え 様 策定 情報 関 検討 行 様 い 授業 活用 視

入 情報 い 自治体 積極的 提供 依頼

運用開始 成 定 い 運用 多少遅 試験的 活用結果 見極
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必要 あ 考え 教員 試験的 活用期間 設 運用 開始 至

多大 想 段階的 開 運用 検討 い 組

目 い 概 計 沿 実施  

観 振興 目的 教育研究 業 立案 推 い 成 広島 立

大学 中心 成 実施 い 容 検討や実施候補地

抽出 特定 行 廿日 宮島 設置 教育活動 点施設 候補地 絞

込 歴 あ 家 決定 学 競 的 研究資 活用 研究 業

新設 募 参加大学 教育研究 業 実施計 策定 い 限 期間

参加大学間 業 調整 至 各大学 検討 地域 学生

地域 課 解決 資 能力 養成 要 位置 あ 拙 避 後

十 議 調整 行 出来 期 計 作成 望 組 目

い 概 計 沿 実施  

業運営 実施体 整備等 い 業 働機関 業 申請時 大学 自治

体 経済団体 企業等 機関 後 大学 参加 最終的 機関 体

業 担当 教員 い 業 調整担当 教育研究担当 教員

採用及 定 行 専用 開設 終了後 組 目 い

概 計 沿 実施  

 

以 業初 成 文部科学省 採択 限 期間 あ 業

実施体 や 整え 組 目 全般 い 概 計 沿 推

成 以降 業運営 基盤 作 言え  

 

 成 組 業 端緒 あ 後 参加自治体 大学 企業等 働 い

機的 業 展開 学生 地域 関心や意識 い 高

業 理念 実現 要 考え 後 組 あ 以 点 特 留

意 推 望  

 実績 い 表面的 数 結果 業 目的 照 成果 う

得 い 考慮  

 常 念頭 置 運用 組 改善 力 行う  

 業 巻 状況等 変 応 適宜適 計 変更 行う 軟 業運営

 

 地域 巻 込 業 効果的 推 関 者 情報共 や広報 い

要性 認識 積極的 展開  

 以  

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島市立大学 成 ７ 度 Ｏ ＋事業実施計画に関する総合評価 

記号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総 評価 評点 

目 
評点  

委員 均 

評価比率 

 

×  

×  

総 評価 

 ～  

 教育 整備推    %  

 

 観 構築 活用   %  

 観 振興 目的 教育研究 業

立案 推  
  %  

 業運営 実施体 整備    %  

計   計  記   

全体評価 記  <  < ≦  < ≦  < ≦  ≦  

× ×  
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組 目別評価 

 
 

実施計  

 

立大学法人広島 立大学 自己評価 外部評価委員会 評価 

記  評価理 等 記 Ｓ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
取組  

 

教育 キュ

ムの整備 推進 

 
 

 

事項 

 
 
 
  
 

 
 

教育プ ムと 28 度教育課程表の作成  
 

10〜1７ 月 本学内 CａC＋教育
実施専門委員会 設置・開催 CａC０教育

策定 平成 ７8 年度 教育課程表 案
作成  

 

 
 
 
 

a 

 
 CａC０教育 策定 た 10 月 CａC０教育 実施専門委員会 キュ

編成ワーキン ー 以下 WG 設置 た  
 10〜11 月 キュ 編成 WG ８ 回開催 教育 案 作成 1７〜1 月 実施専
門委員会 ８ 回開催 CａC０教育 平成 ７8 年度入学生 適用 教育課程表 作成
た  
 さ そ 内容 1・７ 年次 全学共通系科目 ７ 規科目 広島 観光学 地域
再生論入門 設 た 担当教員 採用 決定 深く地域 魅力 課題 学ぶ講義内容

た た学部専門科目 含 た地域貢献 関 キュ 全学共通 地域貢献特定
設定 学生 学修意欲 高 教員 共通認識 得た  

以上 評価 た        
          

 

 
 
 

  
 
 
 
 

 
参加大学と単位互換の実施について協議  

 
1 月 CａC＋教育 開発委員会 設

置・開催 申請大学 参加大学間 共通 キ
ュ 及 単位互換 実施 い 協議  
 

 
 
 
 

b 
 
 

  
７ 月 第 回ＣＯＣ０事業教育 開発委員会 本学 キャンパ 開催 た
参加者 本学及 参加大学等 校 自治体 代表 ９ 市町 ７ 経済団体 本学 平成 ７8 年度

入学生 適用 CａC０教育 案 内容 関 意見交換や単位互換等 い 検
討 行 た 参加大学 単位互換 可能 教育 や実施方法 い 具体的 意見

出さ た た ワーキン 会議 設 今後 取組 検討 た  
た自治体や経済団体 学生 協働地域や企業 訪 実施 想定 い 演習科

目や ンターン ッ い 積極的 協力 旨 合意 さ た  
以上 評価 た  

        
 
 
 

  

 
全学 Ｏ ＋研修会の開催  

 
８ 月 本学 全学教職員 対象 た本事業
実施 関 FD ・ ッ

ン 全学 CａC０研修会 開催
 

 
 

 
 
 

b 

 
８ 月 本学 教職員 対象 平成 ７7 年度 FD・SD タッ ・ ッ ン 全学 CａC０

研修会 90 分 開催 参加者 68 名 あ た  
 広島大学 教員 ９ 名 講師 招 地域貢献人材 育成 取 組 い 広島大学 地 知

拠点整備事業 平和共存社会 育 ニ 拠点 CａC 事業 い 講演
実施 た 引 続 本学国際学部 取 組 い 学生 地域貢献 実践例 報告

CａC０事業 地域貢献人材育成 説明 行 た   
以上 評価 た         

   
 
 
 
 

  

 
【キッ フ フ ムの開催  
 

８ 月 CａC＋参加大学 共催 CａC
＋キッ ・ ー 開催  
 

 
 
 
 

a 
 

 
８ 月 5 日 広島市内 広島市立大学 CａC０キッ · ー ７016 開催 た 名
参加予定 対 名 参加者 あ 地域 観光 ン ャ 活 た 地域

く や人 く ー ９ 名 日本旅行業協会中四国支部事務局⻑ 広島経済同友会筆頭代表幹
事 Nｂａ 法人 ン大学代表理事 公益財団法人 やうち芸術文化振興財団学芸員 講演
発表 あ 本学 CａC０ 地域貢献人材育成事業 内容 そ ター 告 説明 行

た  
 さ ー 終了後 交流会 約 名 参加 あ 本学学生や教員 地域連携
活動成果 発表 参加者 事業 向 た期待等 表明さ 交流 深 大学間や
地域 協働意識 高 た  

以上 評価 た   
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実施計  

 

立大学法人広島 立大学 自己評価 外部評価委員会 評価 

記  評価理 等 記 Ｓ  

 
 
 
 
 
 
 
取組  

 

観光関連 タ

の構築と

活用 

 
 

事項 

 
  
 

観光 タ の仕様の作成  
 

10〜８ 月 観光 ータ ー 構築 活用
ェ チー 立ち上 月 観光関連

情報 収集 ータ ー 仕様策定 行う
      

 
 

 

 
10 月 観光関連 ータ ー ＷＧ 立ち上 月 ９ 回 ータ ー 仕様や収集 情報

い 検討 た  
 検討 踏 え 観光情報学 授業 学生 活用 期待 仕様 策定 た  

以上 評価 た       
  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

 

協働機関に情報の提供依頼  
 

11 月 事業協働機関へ 観光関連情報 提供
依頼 以降 随時追加提供 依頼  
    

 
 

b 
 

  
 観光関連 ータ ー 構築 向 7 月 広島広域都市圏⾸⻑会議や 10 月 広島広域都市
圏担当課⻑会議等 い 自治体等 観光関連情報 提供 依頼 た 以後 広島 観光学

授業 役立 情報 提供 依頼 い  
以上 評価 た   

 
  

ムの構築  
 

1７ 月 観光関連 ータ ー 仕様 決定
業者 構築 依頼  

 
 

b 

 
上記 策定 た仕様 基 業者 構築 委託 平成 ７8 年 ８ 月末 観光関連
ータ ー 基本 構築 た  
以上 評価 た       

 
  

【 ムの運用開始  
 

８ 月 観光関連 ータ ー 運用
開始 事業協働機関へ周知  

 

 
 

 

 
出来上 た基本 い ン ータ 入 運用 問題 い う 可否判

断 行う 試験期間 設 必要 あ ュー 見直 行 た  
以上 c 評価 た       

 
 
 
 
 
 
 
 
取組  

 

観光振興を目的

とした教育研究

事業の立案 推

進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

【 Ｏ ＋研究枠の設定と学内公募  
 

月 学内競争的研究資金 特定研究費 区分
た CａC０研究事業 枠 設定 学内

公募 開始 た 本学 社会貢献事業
実施 い 市政貢献 ェ 等 た

CａC０研究事業 枠 設 ェ ー
学内公募    

 
 
 

b 

 
CａC＋研究事業 学内競争的研究資金 補助対象経費外 本学 設 平成 ７8 年 1 月 ８

月 学内公募 行 た  
た 本学 既存事業 あ 社会連携 ェ 事業 い CａC＋研究事業 枠 設

平成 ７8 年 ８ 月 ９ 月 学内公募 行 た い 審査 平成 ７8 年 月〜5 月  
以上 評価 た  
         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

  

 
【ア プ ェ の実施計画の策定  
 

11〜 月 本事業 実施年度 平成 ７7 年度〜平
成 ８1 年度 本学 実施 予定 ー
ェ 実施計画 策定   
    

 
 

b 

 
ー ェ ＷＧ 検討 重 事業協働機関 調整 図 ェ 内容

検討や実施候補地案 抽出 実施 計画内容 特定 た  
具体的 廿日市市宮島 教育研究活動拠点 設 ー ェ 展開 広島市中区

基町 本学教育拠点 M コ ュニ ー ン ェ 広島市内中心部
規観光船へ ー ン ェ 内容 い  

以上 b 評価 た  
 

  
【教育研究プ ェ の実施計画の策定  

11〜 月 CａC０参加大学 本事業 実施年度
予定 い 観光振興 目的 た教育研究

ェ 本学 共同 ェ 含
実施計画 策定     

 

 
 

 
参加大学 教育研究事業 い 各大学 い 該当事業 抽出 行い 大学間協議
い 取 行う いた 実施計画 策定 至 た  
以上 ｢ 評価 た       

          

 
 
 

  

 
宮島への教育研究活動 点の設置等  

 
1〜 月 本学 広島市中区基町地区 設置

い 教育拠点 Ｍ い 教育研究事業
実施準備 廿日市市宮島 教育研究
拠点 仮称： 宮島 設置  
     

 
 
 

b 

 教育拠点 M 広島市中区基町 大規模集合住宅地域 学 場 交流 場 創
造 場 作 通 文化芸術活動 行い 若者 い交流人口 増加さ 将来的

基町 若者 住 多彩 活動 目指 い M 拠点 た基町
ェ 平成 ７8 年度 実施 コ ュニ ー ン ェ や ち

ェ 写真展 開催 諸準備 行 た  
た 廿日市市宮島 教育研究活動拠点 仮称： 宮島 い いく 候

補地 中 絞 込 行い 宮島 歴史的 町家 拠点 決定 た  
以上 ｢ 評価 た       
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実施計  

 

立大学法人広島 立大学 自己評価 外部評価委員会 評価 

記  評価理 等 記 Ｓ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
取組  

 

事業運営 

(実施体制の整備

等） 

 
 

事項 

 
 
  
 

 
ム とニュ タ による広報  

 
11 月〜８ 月 本事業 広報 大学 ー

ー ＣＯＣ＋事業 専用 ー 開設
11 月 適宜 情報 更 ニュー タ

ー 回発行 1７ 月 ８ 月   
    

 
 
 

 

 
 専用 ー ー 基本構成や ン 月 終えた 開設 年度終了後 た 暫定
的 対応 本学 ー ー い ＣＯＣ＋ 採択 事業協働協議会 設置 協働協議会

開催 キッ ・ ー 開催等 い 掲載 事業 広報 努 た  
CａC＋ニュー ター 平成 ７8 年 ７ 月 第 1 号 ８ 月 第 ７ 号 発行(各 ８１000 部)・配布 た  

 以上 評価 た        
  
           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

  
 
 
 
 

 
協働協議会の開催と機関の 大  

 
1７ 月 CａC０事業協働地域協議会 開催

協議会 い 本事業へ 協力・連携機関
拡大 い 協議   

    

 
 
 

a 
 
 

  
  平成 ７7 年 9 月 い 本事業へ 参加 表明 た機関 6 大学 17 市町 あ た 同年

月 開催 た第 1 回事業協働協議会 い 事業協働機関 拡充 い 協議 呼
応 大学等 校(広島修道大学 広島商船高等専門学校) 自治体 町(大崎上島町 世羅町 周防
大島町 和木町 上関町 田布施町 平生町) 参加 あ 最終的 8 大学等 ７ 市町 協力 得
た 平成 ７8 年 月 事業協働機関 同意書 協定書 文部科学省 提出 た  

以上 評価 た        
            

 
 
 

  

 
担当する教員等の採用  

 
月 CａC０推進コー ネーター 名 教

育研究担当特任講師 1 名 事業協働地域調整担
当特任助教 1 名 観光 ータ ー 担当特任助
教 名 ー ェ 推進員 名 臨時職
員 ７ 名 採用    
   

 
 
 
 

b 

 
  年度 中途 採用活動 たた 適任者 人選 日時 要 た 1 月 ー ェ

特任助教 ８ 月 観光 ータ ー 担当特任助教 採用 ８ 月末 ＣＯＣ＋特任教授 ７ 名及
特任准教授 1 名 採用 内定 た  
以上 評価 た        

  
         

 
 

  

 
【評価委員会による評価の実施  
 

８ 月 CａC０外部評価委員会 開催 本事業
年度評価 実施 年度報告書 作成 公

表     
  

 
 

 
 

 
CａC＋外部評価委員会 事業評価 い 当該年度 終了後 事業 取
た段階 実施 平成 ７7 年度 外部評価委員会 設置要綱案 作成 準備 行

た 平成 ７7 年度 事業終了後 年度報告書 作成 た  
以上 評価 た        

  
         

 
 
 
 
 

 

 



59 
 

 

 

 

 

 

広島 立大学 

地 知 点大学 地方創生推 業 

 

成  業報 書 

 

成  

 

編 行  立大学法人 広島 立大学 社会連携  

                 広島 安 大塚東   

                       

                   

                    ｈ  



 

Ｃ Ｃ  ＲＥ ＲＴ 6 ＋  

                          公立大学法人広島市立大学 地(知)の拠点大学による地方創生推進事業 成 28 度事業報告書 


